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 ＳＸ ６出土遺物，ＳＫ １出土遺物，ＳＥ １出土遺物
図版 ４　京都大学北部構内ＢＣ30区ほかの立合調査
 １ 　第 ５工区15地点北壁の層位（南から）
 ２ 　第 ５工区15地点北壁の形象埴輪出土状況（南から）
 3 　第 ５工区Ａ地点のＳＸ １断面（北東から）
 ４ 　埋管掘削底面におけるＳＸ １確認状況（南から）
 ５ 　ＳＸ １の礫の集積（東から）









 3 　Ｉトレンチ溝状遺構甕出土状況（その １・南から）











































図 ６　ＳＸ ６出土遺物⑵……………… ９
図 ７　近世・近代の遺構………………11
図 ８ 　ＳＸ 3出土遺物，ＳＸ ４出土遺物
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	 第 １章	 2 0 1 6年度京都大学構内遺跡調査の概要
	 第 ２ 章	 京都大学病院構内ＡＨ18区の発掘調査























	 （第 １章，図版 １－449）
基幹・環境整備（屋外ガス等）（北部構内ＢＣ30区ほか）	 （第 ３章，図版 １－450）
基幹・環境整備（屋外ガス等）（病院東構内ＡＫ17区）	 （第 １章，図版 １－451）
屋外排水改修（本部構内ＡＹ22区）	 （第 １章，図版 １－452）
基幹・環境整備（舗装等）（北部構内ＢＦ34区）	 （第 １章，図版 １－453）
資料整理　熊野職員宿舎改築（熊野構内ＡＡ18区）	 （整理中，図版 １－435）
















































































　Ⅰ １～Ⅰ18は下層のシルト・砂礫を主体とする層群から出土した。Ⅰ １～Ⅰ ７は山形押
型文を施文している。Ⅰ １・Ⅰ ２は口縁部の破片。Ⅰ ３～Ⅰ ７は体部の破片。いずれも山

































































































　ＳＸ １とＳＸ ５は，灰褐色土を掘削したのちにみつかった土取り穴。第 ３層の黄灰色シ
ルトを採取するために掘られたもので，前者は後者よりも時期的にややさかのぼる。





































































































































































































































































































































南から第 ２・第 ４・第 ６・第 ８という，東西に長い ４棟の病舎が存していた。そして，そ




　それらのうち，第 １・第 ２病舎が明治32年，第 ８病舎が明治35年，残りの病舎が明治34
年に竣工している。察するに，ＳＥ １はこのころ，すなわち明治30年代前半に設置された
のであろう。そののち，昭和13年（1938）に第 ２・第 ４・第 ６・第 ８病舎が，昭和11年に

























った。調査期間は，2016年12月 １ 日～2017年 ４ 月18日で，回収した遺物は整理箱 １箱分で

















構内の立合調査においては，第 ４・ ５工区では黄色砂を確認できたが，第 ７・ ８工区では
確認できなかった。
　第 ４・ ５工区　　現地表は西下がりの緩斜面で標高は， １地点ではおよそ62ｍで24地点
ではおよそ65ｍをはかる。この両工区の堆積は，上記の基本層序どおりと言える（表 １，
図26）。また，黄色砂の堆積が厚いことがわかり，いずれの地点でも，その下位の弥生前












は ３・15～18地点だけで（図版 ４－ １・ ２），多くの地点の断面観察によれば，後世に直
線的に削平されている。
　第 ５工区Ａ地点で，古墳の周溝の可能性のある黒褐色土の溝状の落ち込みＳＸ １を確認











表 1　第 ４・ ５工区の立合調査一覧
工区 地点 調査日 概　　　要
4区 1 20170112 GL-1.3mまで掘削。-0.4～-0.55ｍ灰褐色土（近世），以下は黄色砂。
4区 2 20170116 GL-1.0mまで掘削。-0.25～-0.3ｍ灰褐色土（近世），～-0.45ｍ茶褐色土（中世），以下は黄色砂。
4区 3 20170117 GL.-0.9mまで掘削。-0.35～-0.4ｍ灰褐色土（近世），～-0.5ｍ茶褐色土（中世），～-0.7ｍ黒褐色土（古代），以下は黄色砂。黒褐色土から瓦破片。
4区 4 20170117 GL-2.15mまで掘削。-0.4～-0.45ｍ灰褐色土（近世），～-0.55ｍ茶褐色土（中世），以下は黄色砂。最下部に30㎝大の花崗岩角礫あり。





4区 7 20170123 GL.-2.2mまで掘削。-1.1m～黄色砂。
4区 8 20170123 GL.-1.0mまで掘削。-0.4～-0.7ｍ灰褐色土（近世），～-0.8ｍ茶褐色土（中世），～-0.9ｍ黒褐色土（古代），以下は黄色砂。黄色砂上面は黒褐色土により削平。
4区 9 20170125 GL-1.1mまで掘削。-0.35～-0.4ｍ灰褐色土（近世），～-0.5ｍ茶褐色土（中世），以下は黄色砂。
4区 10 20170127 GL-1.1mまで掘削。-0.2～-0.35ｍ灰褐色土（近世），～-0.4ｍ灰赤褐色土（近世），～-0.5ｍ灰褐色土（近世），～-0.65ｍマンガン固着層（中世か），以下は黄色砂。
4区 11 20170130 GL-1.4mまで掘削。-0.55～-0.8ｍ茶褐色土（中世），～-0.95ｍ黒褐色土（古代），以下は黄色砂。
4区 12 20170124 GL-1.0mまで掘削。-0.5～-0.75ｍ茶褐色土（中世），～-0.95ｍ黒褐色土（古代），以下は黄色砂。黒褐色土は北へ落ちていく。










5区 16 20170201 GL-1.2mまで掘削。-0.7～-0.9ｍ灰茶褐色土（近世か），-0.9～-1.0ｍ茶褐色土（中世），-1.0～-1.1ｍ黒褐色土（古代），以下は黄色細砂。黒褐色土は東へ薄くなる。
5区 17 20170201 GL-1.1mまで掘削。-0.4～-0.5ｍ灰褐色土（近世），～-0.6ｍ灰赤褐色土（近世），～-0.9ｍ灰茶褐色土（近世），～-1.05ｍ茶褐色土（中世），～-1.1ｍ黒褐色土（古代），以下は黄色細砂。
5区 18 20170202 GL-1.15mまで掘削。-0.8～-0.9ｍ灰茶褐色土（近世），～-1.0ｍ茶褐色土（中世），～-1.05ｍ黒褐色土（古代），以下は黄色砂。茶褐色土の西への落ち込みあり。
5区 A 20170203 図30参照
5区 19 20170206 GL-1.0mまで掘削。-0.3～-0.4ｍ灰褐色土（近世），～-0.7ｍ茶褐色土（中世），～-0.8ｍ黒褐色土（古代），以下は黄色粗砂。黒褐色土は西へ落ちていくSX１の埋土で，埴輪１点出土。
5区 20 20170206 GL-1.0mまで掘削。-0.3～-0.4ｍ灰褐色土（近世），～-0.7ｍ茶褐色土（中世），～-0.8ｍ黒褐色土（古代），以下は黄色粗砂。土坑埋土は黒灰色砂質土。
5区 21 20170207 GL-1.0mまで掘削。-0.3～-0.4ｍ灰褐色土（近世），～-0.7ｍ茶褐色土（中世），～-0.75ｍ暗灰色土（古代），以下は黄色粗砂。ＳＤ２埋土は暗灰色土。
5区 22 20170208 GL-1.0mまで掘削。-0.45～-0.6ｍ灰褐色土（近世），～-0.7ｍ茶褐色土（中世），～-0.8ｍ暗灰色土（古代），以下は黄色粗砂。茶褐色土は東へ厚みを増す。ＳＤ3埋土は暗灰色土。
5区 23 20170208 GL-1.0mまで掘削。-0.45～-0.6ｍ灰褐色土（近世），～-0.85ｍ茶褐色土（中世），以下は黄色粗砂。ＳＸ２埋土は黒褐色土。
5区 24 20170210 GL-1.3mまで掘削。-0.4～-0.5ｍ明灰褐色土（近世），～-0.8ｍ灰褐色土（近世），～-0.9ｍ灰茶褐色土（中世か），以下は黄色砂。東落ちのＳＤ４は茶褐色埋土で暗茶褐色土に切られる。
5区 25 20170110 GL-1.1mまで掘削。四周攪乱











































表 ２　第 ７・ ８工区の立合調査一覧
工区 地点 調査日 概　　　要
７区 1 20170110 GL.-1.0mまで掘削。四周攪乱
７区 2 20170123 GL.-1.1mまで掘削。四周攪乱
７区 3 20170124 GL-1.9mまで掘削。-0.8～-1.0ｍ暗茶褐色土（中世），～-1.2m暗褐色土（縄文），～1.9ｍ白色粗砂（縄文），以下は明茶褐色土。白色粗砂は粒径3～5㎜だが上部はさらに細かい。

















7区 9 20170130 GL-1.1mまで掘削。-0.25～-0.4m灰褐色土（近世），～-0.8m暗茶褐色土（中世），～-0.9m暗褐色土（縄文か），以下は白色粗砂（粒径1～5㎜）。
7区 10 20170130 GL-1.1mまで掘削。-0.25～0.4m灰褐色土（近世），～-0.5m暗茶褐色土（中世），～-0.7m暗褐色土（縄文か），以下は白色粗砂（粒径5～10㎜）。
7区 11 20170131 GL-1.0mまで掘削。-0.3～-0.35m灰褐色土（近世），～-0.5m暗茶褐色土（中世），～-0.7m暗褐色土（縄文か），～-0.8m暗灰色粗砂質土，以下は白色粗砂（粒径1～2㎜）。





7区 14 20170201 GL-1.15mまで掘削。-0.25～-0.45m灰褐色土（近世），～-0.75m暗茶褐色土（中世），～-1.05m暗褐色土（縄文か），～-1.1m暗灰色粗砂質土，以下は白色細砂。
7区 15 20170202 GL-0.9mまで掘削。-0.3～-0.6ｍ灰褐色土（近世），～-0.8m暗茶褐色土（中世か），以下は砂取り穴埋土（中世）。
8区 16 20171201 GL-0.9mまで掘削。四周攪乱
8区 17 20171206 GL-0.9mまで掘削。四周攪乱
8区 18 20171207 GL.-1.2mまで掘削。-0.8m～黒灰色土（古代か）
8区 19 20171208 GL-0.9mまで掘削。-0.6m～黒灰色土（古代か）
8区 20 20171209 GL-0.9mまで掘削。-0.6m～砂取り穴埋土（中世か）
8区 21 20171212 GL-0.9mまで掘削。-0.4～-0.6ｍ灰褐色土（近世），～-0.65m黄灰褐色砂質土（中世か），～-0.8m暗茶褐色土（中世），以下は茶褐色土（中世）。
8区 22 20171215 GL-1.0mまで掘削。-0.8m～暗茶褐色土（中世）
8区 23 20171216 GL-0.85mまで掘削。-0.55～-0.6ｍ灰褐色土（近世），以下は暗茶褐色土（中世）。
8区 24 20171219 GL-0.7mまで掘削。-0.45～-0.65m灰褐色土（近世），～-0.7m赤褐色土（近世），以下は灰褐色土（近世）。
8区 25 20171220 GL-0.9mまで掘削。-0.4～-0.7ｍ暗茶褐色土（近世），以下は黒灰色土（古代）。黒灰色土から古代土師器･瓦破片。
8区 26 20171221 GL-0.9mまで掘削。-0.4～-0.5m灰褐色土（近世），～-0.7m暗茶褐色土（中世），以下は黒灰色土（古代）。
8区 27 20171222 GL-1.0mまで掘削。-0.3～-0.7暗茶褐色土（中世），以下は黒灰色土（古代）。西側で灰褐色土埋土の近世野壺の底部を確認。






















































































































































































































参 考 文 献























































































































































（㎡） 遺　　構 遺　　物 文　　献 備　　考






1924 農 学 部 不明 藤本理三郎 石棒 横山・佐原60

















1956 農 学 部 3 羽館　　易 採　　集 縄文土器
1971 農 学 部 4 石田　志朗 採　　集 弥生土器 埋79
1972 農 学 部 5 採　　集 石棒 千葉13









1972 追分地蔵 6 石田　志朗	
中村　徹也
事前発掘 600 弥生土器 石田ほか72，
伊藤99
1972 教 養 部 7 藤岡謙二郎 工事中採
集・実測
縄文土器 藤岡73
1973 農 学 部 8 中村　徹也 事前発掘 13 瓦溜 縄文土器，瓦
（平安）
埋78ｂ 瓦溜埋戻し












1974 農 学 部 12 中村　徹也 事前発掘 800 縄文土器 中村74ａ
1974 農 学 部 13 中村　徹也 事前発掘 800 縄文土器 中村75






1976 農 学 部
ＢＥ33区













1976 植 物 園
ＢＤ35区




34 泉　　拓良 事前発掘 200 近世溝，井
戸，集石
土師器，瓦 埋78ａ
1976 教 養 部
ＡＳ23区





36 宇野　隆夫 試　　掘 10 縄文土器 調77
1976 和歌山県
瀬 戸





































（㎡） 遺　　構 遺　　物 文　　献 備　　考
1977 教 養 部
ＡＱ23区
ＡＮ23区






49 岡田　保良 試　　掘 40 溝 土師器，瓦，陶
磁器
埋79







































60 泉　　拓良 立　　合 高野川旧河
道
埋79
1978 医 学 部	
ＡＮ19区
64 吉野　治雄 立　　合 井戸，溝 弥生土器 埋79，埋80
1979 北 部	
ＢＨ37区
66 吉野　治雄 試　　掘 46 土坑 土師器，須恵
器
埋80











試　　掘 30 中世溝 土師器，瓦，瓦
器
埋80






















79 泉　　拓良 立　　合 瓦（平安） 埋80
1980 本 部	
ＡＴ27区





































1980 教 養 部	
ＡＯ21区





1980 教 養 部	
ＡＭ22区





98 清水　芳裕 立　　合 流路，中世
土器溜
土師器，丸瓦 埋83 遺構実測

































110 浜崎　一志 事前発掘 34 中世土器溜 土師器，瓦，陶
磁器，硯
埋83





















1982 京 都 府	
中 海 道

































































































































































（㎡） 遺　　構 遺　　物 文　　献 備　　考






































































































立　　合 中世土坑 土師器 埋93

































































































（㎡） 遺　　構 遺　　物 文　　献 備　　考
1993 病 院	
ＡＦ12区


























































































































































































































279 阪口　英毅 試　　掘 320 近世土坑 土師器，陶磁
器
埋05 近世包含層





















































































2002 吉 田 南	
ＡＲ25区




















































（㎡） 遺　　構 遺　　物 文　　献 備　　考
2005 吉 田 南	
ＡＰ21区





























331 千葉　　豊 立 合 近世白川道 近世陶器 文09 中世包含層
2006 本 部	
ＡＴ26区

































































































2009 医 学 部	
ＡＱ18区




























2010 吉 田 南
ＡＬ22区
367 笹川　尚紀 立 合 中世溝 文13 中世包含層
2010 本 部
ＡＴ25区
377 伊藤　淳史 立 合 尾張藩邸堀 須恵器，陶器 文13 先史～近世
包含層





























































395 千葉　　豊 立 合 尾張藩邸堀 近世陶磁器 文14
2013 本 部
ＡＺ30区







































2013 医 学 部
ＡＯ20区














（㎡） 遺　　構 遺　　物 文　　献 備　　考



































































2013 医 学 部
ＡＬ17区




415 千葉　　豊 立 合 文15 398地点の
近世道路・
溝
2013 吉 田 南
ＡＰ21区

















































































2015 吉 田 南
ＡＭ22区
446 伊藤　淳史 立 合 文17 中世包含層
2015 和歌山県
瀬 戸
447 佐藤　純一 試 掘 4 時期不詳堆
積
土師器微小片 文17 遺跡東限か
2016 西 京 区
下 津 林
448 千葉　　豊 立 合 第1章
2016 病 院
ＡＨ12区


















451 千葉　　豊 立 合 第1章
2016 本 部
ＡＹ22区
452 千葉　　豊 立 合 第1章
2016 北 部
ＢＦ34区
453 千葉　　豊 立 合 第1章 近世包含層
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北東を向いているから（写真11），写真 ５ ～ ６ のアングルが被葬者側だったことになる。



















討対象の ５ 個体は，扇状地上の，構内座標のＡＲ25区（図版 １ －238地点）とＡＲ24区（図




















定できる。また，器体の １ ／ ３ 程度である，出土時の横位上半側だった部分を損失してい
る。土器外面の遺存状態は，横位状態の側面側だった部分は良好で，磨きの痕跡を明瞭に
確認できる箇所もあるが，横位下半側だった部分は劣化している。そして胴部上半には小













































　事例 ２ の個体 ２ では（図45），写真13は，およそ水平で仰角がかなり小さいアングルか
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同様の法量と器形の個体 ３ を参考にする限り，個体 ２ の損失部に明瞭な黒斑が存在してい
た可能性はある。その場合，この土器が意図的に縦に割られていたとすれば，黒斑の目立
つ部分が取り去られていたことになるかも知れない。




個体 ３ が人為的に安置されたことを積極的に支持する根拠にはなりがたい。個体 １ と同様
に黒斑が地面側を向いているけれども，それが意図的ではない可能性はある。


















　個体 ５ 　　小ぶりな黒斑が地面側を向いていた状態で出土したことになる。また， ２ 箇
所にある顕著なおこげは，地面側からそれぞれ反対方向に45°ずつ振れた位置にある。し





へ向けて南方向に45°前後振れた位置にあることになる。この事例 ５ は事例 ４ から南西に










　しかし，個体 １ の壺の場合，黒斑の展開する部分はその部分の外周の １ ／ ６ 程度の面積
しか占めていない。明瞭な黒斑が地面側に向く確率は， １ ／ ６ 程度だったと言い換えるこ
ともできよう。このほか，掘り込みの有無や埋没状況から安置されたとも考え得るのは，






　一方，個体 ４ ・ ５ では，個体 ４ のほうは，被熱による顕著な赤化部も焼成による明瞭な
黒斑も天頂側を向いていた。個体 ５ は，おこげや黒斑からうかがえる変色部の顕著な面が，
地面側を向いていた。仮に，個体 ５ の損失部に大きな黒斑があったとすれば，それは天頂




　仮に，個体 １ ・ ３ の黒斑の向きの同調性を，黒色部に対する当時の明確な意図に基づく
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（ １ ）　例示された大阪府下田遺跡と岡山県足守川矢部南向遺跡の合計 ３ 例はいずれも，ほかの器種




























































　土馬出土遺構と出土状態　　出土土馬は ３ 点あり，うち最も遺存の良い １ 例（図52－ １ ）
は，調査区中央南壁際にある方形井戸ＳＥ28から出土した（図50）。この井戸からは，「て」
字状口縁手法Ｂ １ 類の土師器皿が出土しており， ９ 世紀後葉の遺構と同定できる。残り ２








　出土土馬について（図52）　　土馬 １ は，尾の先端をわずかに欠失するのみで，全高 ６







２ 点とも土馬 １ と同様かやや下る段階の製品とみてよかろう。なお，土馬 １ はきわめて精

























































































土した近世瓦の刻印を，第 ３ 節では本部構内のものを，第 ４ 節では熊野構内のものを，第
５ 節では吉田南構内のものを，そして，第 ６ 節では病院構内と病院西構内のものを，それ
ぞれ紹介する。一通り紹介を終えた後に，第 ７ 節では改めて，瓦の京都への搬入について












１ ～ ４ 。以上は報告の中でａ類に分類される。浜崎ほか1995：104），「安喜寅」，「安喜□（岩





































































究会2017：26- １ - １ ～ ３ ・14）。
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図５６	 本部構内出土の近世瓦（ １ ：伊藤ほか2007，Ⅱ791， ２ ：Ⅱ804， ３ ：Ⅱ801， ４ ：Ⅱ810， ５ ：
Ⅱ789， ６ ：Ⅱ790）縮尺1/8（１～４），1/4（ ５ ・ ６ ）
図５７　本部構内出土の近世瓦で確認された刻印


















　刻印は，大きく ５ 種類に分けられる。①花文様のもの，② １ 字の文字を円形で囲ったも
の，③ １ 字を方形で囲ったもの，④ ２ 字を方形で囲ったもの，⑤ ５ 字以上の文字を方形で
囲ったもの，の ５ 種類である。
　①の花文様のものは，四弁の花と九弁の花が確認された（図58－ １ ・ ２ ）。
　②の １ 字を円形で囲ったものには，「へ」・「ハ」・「十」・「弥」・「元」・「大」・「極」（ ２ 点）・
「市」（ ２ 点）・「長」（ ２ 点）の文字のほか，文字不明のものがある（図58－ ３ ～15）。また，
楕円で「九」字を囲ったものが １ 点確認された（図58－16）。
　③の １ 字を方形で囲ったものには，「治」と「彦」の字が確認されたほか（図58－17・
18），断片であるために文字が確認できないものが ５ 点ある（図58－19～23）（ ８ ）。図58－
23の刻印は，文字を陽刻したものと考えられる。
　④ ２ 字を方形で囲ったものには，「昆（ないし日比）太」・「□八」・「大□」（ ２ 点）を縦
書きにしたものと（図58－24～27）（ ９ ），「甚私」と横書きにしたものがある（図58－28）。
「甚私」の刻印では，文字が陽刻される。
　⑤ ５ 字以上の文字をもつものには，「御用／京大佛瓦師／井上三右衛門」（ ２ 点，図59－
熊野構内から出土した近世瓦
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１ ・ ２ ）・「□□大佛住瓦師／西村彦右エ門尉」（図59－ ３ ）・「大佛瓦□（屋？）／江川喜
兵衛」（図59－ ４ ）・「大ふつ／次郎」（ ２ 点，図59－ ５ ・ ６ ）・「□（大）ふつ／□（又）左










































































図６0　吉田南構内出土の近世瓦（ １ ：伊藤2000，I587， ２ ：I589， ３ ：I591）縮尺1/4
図６１　吉田南構内出土の近世瓦で確認された刻印
　　　（ １ ：伊藤2000図40，ａ， ２ ：ｂ， ３ ：ｃ， ４ ：ｄ）縮尺1/1
図６２　病院構内出土の近世瓦（ １ ：冨井ほか2015，Ⅱ116， ２ ：Ⅱ121）縮尺1/8
図６３	 病院構内・病院西構内出土の近世瓦で確認された刻印（ １ ：冨井ほか2015，Ⅱ124， ２ ：Ⅱ








弁をもつ菊花文様（ ３ 点，図63－ １ ～ ３ ），四弁をつなげたような花文様（ ３ 点，図63－
４ ～ ６ ），「市」字を円形で囲ったもの（図63－13），「甚」の字を方形で囲ったもの（ ２ 点。

















































































































































































































（ ７ ）　幕末頃のものと考えられる堀の遺構がみつかったのは，熊野構内の435地点である（図版 １ ）。
（ ８ ）　断片的で文字が確認できないものに関しては，本来 ２ 字以上のものであった可能性がある。
しかし，ここでは仮に，それらを １ 字の刻印に含めて紹介する。















































































































～1.8ｍのほぼ方形の掘形で，検出面からの深さは ２ ｍ以上。下底部で， １ ｍ四方の木枠

















刻書と記す）。 １ ～ ３ は，蓮月の手になる蓮月焼そのものと理解する。素焼の段階にとど




　盃（ ４ ～ ８ ）　 ４ ～ ８ は陶器盃。 ４ は型作りで，素焼の段階である。外面は型離れの状
態を残し，内面は指押さえによる整形の跡が顕著である。高台は，付け高台である。 ５ は
見込みから外面にかけて歌と「良斉」の銘を刻書し，高台まわりを除いて施釉する。 ４ と























































































































































































6 盃 施釉陶器 [筆書き，発色悪く，判読不能］良斉戯造
呉須による筆書き。歌は見込
み，銘は体部外面。7と同型品。
7 盃 施釉陶器 [筆書き，発色悪く，判読不能］
呉須による筆書きで，歌を見
込みに記す。






































































２３ 急須蓋 焼締陶器 ３7の蓋か。
２４ 急須蓋 焼締陶器 ３２の蓋か。
２5 急須蓋 焼締陶器 良斉
銘は裏面。把手は剥落。３6の
蓋か。刻書。




２7 急須蓋 焼締陶器 良斉 ３7の蓋か。表面に自然釉。
２8 急須蓋 焼締陶器 良斉
銘は裏面。表面に自然釉。刻
書。






































































４7 角鉢 焼締陶器 型物。













































































65 鍋 施釉陶器 内面施釉。
66 鍋 施釉陶器 内面施釉。
67 鍋 施釉陶器 内面施釉。
68 鍋 施釉陶器 内面施釉。
69 鍋 施釉陶器 内面施釉。
70 鍋 施釉陶器 内面施釉。
7１ 鍋 施釉陶器 内面施釉。
7２ 鍋 施釉陶器 内面施釉。
7３ 鍋 施釉陶器 内面施釉。






































8３ 土型 土師質 椀の土型か。
8４ 土型 土師質 椀の土型。
85 土型 土師質 椀の土型。
86 土型 土師質 椀の土型。

















9３ 土型 土師質 大茶碗形　遊月亭 椀の土型。
9４ 土型 土師質 大茶碗の蓋形　遊月亭 椀蓋の土型。
95 土型 土師質 こぼれ梅のふた形 椀蓋の土型。
96 土型 土師質 山水蓋物のふた形　遊月亭 蓋物の蓋土型。
97 土型 土師質 急須形　遊月亭 急須下部の土型。
98 土型 土師質 嘉永六丑八月造　遊月亭 完形品。急須下部の土型か。
99 土型 土師質 遊月 土瓶下部の土型か。
１00 土型 土師質 土瓶下部の土型か。
１0１ 土型 土師質 急須下部の土型か。
１0２ 土型 土師質 鍋下部の土型か。
１0３ 土型 土師質 遊月亭　中鍋形 鍋の土型。
１0４ 土型 土師質 春日土鍋形　丑冬　遊月亭 鍋の土型。
１05 土型 土師質 鍋蓋の土型。
１07 土型 土師質 鍋蓋の土型。
１08 土型 土師質 土鍋の蓋形 鍋蓋の土型。
１09 土型 土師質
１１0 土型 土師質 角鉢の土型。













前後（140・141）の ３ つの法量がある。圏線をもたない皿は，口径が ８㎝前後（142・




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ ５）　横田達雄編　青山文庫所蔵資料集　 ５『寺村左膳道成日記　（ ３）』。
（ ６）　東京大学史料編纂所編纂『保古飛呂比　佐佐木高行日記　 ２』。

































































































































































































（62）　『尾藩世記』10・文久 ３年正月 ８日条（名古屋市蓬左文庫編集『名古屋叢書』 ３編　第 ２巻
尾藩世記　上）など。











































































	 　 1 	 京都大学吉田キャンパスの地区割と調査地点
	 2 ・ 3 	 京都大学病院構内ＡＨ18区の発掘調査
	 4 ～ ９ 	 京都大学北部構内ＢＣ30区ほかの立合調査
	 10・11	 京都大学構内遺跡出土の平安時代土馬



















































































































三 星 商 事 印 刷 株 式 会 社
京 都 市 左 京 区 吉 田 本 町
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